Alcaligenes faecalis var myxogenes 10C3の生産する多糖サクシノグルカンとカードランの微細構造に関する研究 by サイトウ, ヒロシ & 齊藤, 浩
Osaka University



















第 1 971 号
昭和 45 年 3 月 30 日
工学研究科醗酵工学専攻
学位規則第 5 条第 1 項該当









genes faecalis var myxogenes 10 C 3 およびその変異株 Kによって生産される二種の多糖， す
なわちコハク酸を含んだ酸性多糖サクシノグノレカンと加熱によってゲ、ノレ化する性質を持った中性
多糖カードランについて化学的微細構造を解明したもので， 2 章 8 節よりなる。
第 1 章では親株の生産するサクシノグノレカンの精製方法，化学的性質，糖残基の結合様式およ
び配列順序を明らかにした。
第 l 節ではサクシノグノレカンの精製方法について述べ， この多糖類はDーグノレコース， Dーガラ
クトースおよびコハク酸 (7:1: 1. 5 のモ Jレ比)で構成される分子量約 30万の超遠心的に均一
な酸性多糖であること，糖残基の結合は戸一型であること， さらにコハク酸はこれら糖残基にエ
ステJレで結合していることなどを明らかにした。
第 2 節では糖残基の結合様式を知るために，脱サクシノグノレカンについてメチ Jレ化，過沃素酸
酸化およびスミス分解を行なった。その結果， 多糖鎖は ß-1， 3, ß-1, 4- および少量の ß-l， 6-結
合のクツレコース残基と少量の ß-l， 3-結合のガラクトース残基から成り，さらに ß-1 ， 4一結合のグ
ルコース残基の一部は ß-1， 6-結合分岐した反覆単位 14--15個の枝分れ構造であることを明らか
にし7こ。
第 3 節ではサクシノグソレカンを過沃素酸酸化，還元および緩和水解を含むいわゆる緩和スミス
分解を行ない， その生成物から 1 個または 2 個の連続した日-1， 3- 結合の糖残基に ß-1 ， 4ーま
たは ß-1， 6- 結合のグノレコース残基が隣接することを認めた。
第 4 節ではサクシノグノレカンの酸部分水解により， 種々の二糖， 三糖および四糖を分離同定
し， ß-l， 6- 結合の糖残基の近辺の糖配列を明らかにした。
ハUO白
第 5 節では第 3節および第 4 節で得た知見を基にして，微細構造を検討し，図-1 に示す却
し多糖鎖の構造を提案し，さらに第 2章で述べるカードランとの関連性を考察した。
第 2 章においてはサクシノグJレカン生産菌から得た変異株Kの生産する ß-1， 3- グJレコシド結
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悶-2 カードランとパッキマンの推定構造 (D-Gp : D-クツレコピラノース残基)
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沃素酸酸化およびスミス分解などにより微細構造の比較検討を行なった。その結果，両グノレカン
とも圧倒的に多くの ß-1， 3- 結合からなり， {也に非常にわずかな分子内 ß-1， 6- 直鎖結合を含む
が，パッキマンはそれらの他に ß-1， 6-側鎖結合を含む枝分れ構造をしていることが判明した。




genes faecalis var myxogenes 10 C 3 の生産する酸性多糖類サクシノグノレカンとその変異株K
の生産するカードランの化学的な微細構造を明かにしたもので，いずれも新しい興味ある構造を
もった多糖類であることがわかった。すなわち前者はほとんど ß-1 ， 3 のクVレコサイド結合からな
り後者は ß-1 ， 3， ß-l ,4, ß-l ， 6 のク勺レコサイドのポリマーにコハク酸がエステノレについた多糖
類である。
最近微生物の多量に生産する多糖類が基礎，応用の両面から重視されてきたがサクシノグルカ
ンはその水溶液が塩類， pH にきわめて安定な高粘性を示す特性を，カードランは加熱すると凝
固するという特性を示すので，これらの物性と化学構造との関連の興味ある問題が提供されつつ
あり，一方この両者の化学構造の研究が多糖類の遺伝的な生合成の機構の研・究に大きな貢献を与
えつつあり，本論文を中心として微生物による多糖類の生産の研究の基礎がつくられつつある。
よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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